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Abstract

　人工呼吸器ケアに関する学習ニーズを明らか
とするため，高度実践看護コースを有する国内
2 か所の大学院の院生を対象に，人工呼吸器装
着児のケア場面の 360 度動画を用いたユーザ
テストとアンケートを実施した。その結果，シ
ミュレータの多職種共同開発に加え，CBT・
OSCE など学部レベルにおける卒業時到達度評
価の普及，人工呼吸器の基本知識やリスク回避
に関する学習機会の担保，大学院教育における
積み上げが可能となるようなカリキュラムの標
準化が喫緊の課題と考えられた。

はじめに：研究背景

　1990年に在宅人工呼吸器管理料が診療報酬
に収載され，約 30年が経過した。人工呼吸
器の普及に伴い，使用環境は急性期病院から
在宅，特別支援学校などと多岐にわたり拡大
した。一方で，家族ケア提供者の負担過多や
サービス提供の地域格差は未解決課題である。
2021年の日本集中治療医学会による調査 1）で
は，COVID-19パンデミックにより，同等の重
症患者の管理と比べ，ECMO/人工呼吸器管理
ができる看護師が 2～ 3倍必要になったと報
告されている。非常時に備えるためには，平
時より，人工呼吸器装着児（者）の周囲の関
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係者が医療・福祉・教育といった境界を超え，
最低限のケア提供ができるような体制を構築
するというポピュレーションアプローチ，す
なわちケアの社会的ニーズの充足を要する。
　Nonasら（2022）は，タイと米国の 2か国
間で指導者を対象とした職種を限定しない
ICU人工呼吸器ケアのコースを開発した経験
から，多職種によるシミュレーション教育の
共同開発の重要性を強調した 2）。実践家・指
導者・開発者・サービス利用者の協働を促進し，
社会的ニーズをフォーマル教育に反映するこ
とで，将来のリスクに柔軟に対応可能なソー
シャルキャピタルの醸成が可能と考えられる。
そのため我々は，人工呼吸器 XR教材を分野
横断的に共同開発してきた。しかしながら，
社会的ニーズに合わせたカリキュラムは，学
習者のニーズに合致しているとは限らない。　
　そこで本研究は，学習者視点のニーズを明
らかとするため，人工呼吸器装着児のケア場
面の動画を用いたユーザテストと実施後アン
ケートを実施したので報告する。

1．方法

1）360 度動画制作
　特別支援学校において，全天球カメラ
（Insta360 ONE X2）を用い「人工呼吸器装着中

の吸引場面」と「下校時の自家用車への移乗
場面」を撮影させていただくこととした。撮
影前には校長，保護者，生徒へ説明を行い，
同意書による同意を得た。撮影後，顔など個
人が特定できる情報は Adobe Premiere Proで秘
匿し，個人情報保護に配慮した。
2）実施方法
　国内の高度実践看護コースを有する 2大学
院において，修士課程在学中あるいは修了後
1，2年の看護師 42名を対象とし，VRゴーグ
ル（Pico G2 4K，解像度 3.840× 2,160，視野角
101度）で 360度動画を視聴後に，アンケー
ト（Google Forms）に回答してもらった（図 1）。 
質問項目は，① 基本属性，② 臨床に出る前に
習得しておくべき人工呼吸器関連の学習内容
（3件法），③ 見たことのあるインシデントの
レベルと内容（自由記載），④ 人工呼吸器ケア
を学習した方法と満足度（4件法）である。ア
ンケート実施前に紙面による同意書を取得し
た。本研究の実施に先立って，倫理審査委員
会による承認を受けた（生 022-0093：22-59）。 
データは基本統計量の算出後，学習満足度へ
の影響要因を明確化するため，④に関する探
索的因子分析を行い，自由記載は内容の類似
性に従って分類した。解析ソフトウェアは，
Microsoft® Excel® for Microsoft 365 MSO及び
Python 3.11.2を使用した。

図 1　Pico G2 4K（左図）と視聴中の様子（右図）
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2．結果

　研究協力者の年齢は 30歳代が約 59.5％と最
多であった（表 1）。初めて人工呼吸器ケアに

関わった卒後年数が 1.9± 2.4年目であり，過
半数が新卒で ICUなどの急性期病棟に配属さ
れた背景をもつ集団であることが示唆された。
使用経験のある人工呼吸器の機種数は 3～ 4

【インシデントレベル】
0：エラーや医薬品・医療器具の不具合が見られ

たが， 患者には実施されなかった
1：何らかの影響を及ぼした可能性はあるが，実

害はなかった
2：処置や治療は行わなかった（バイタルサイン

の軽度変化，観察の強化，安全確認の検査な
どの必要性は生じた）

3：簡単な処置や治療を要した（消毒，湿布，皮
膚の 縫合，鎮痛剤の投与など）

4：上記 3 以上の処置や治療を要した
その他（わからない）
無回答

図 3　人工呼吸器関連インシデントレベル

図 2　「臨床に出る前に習得しておくべき人工呼吸器関連の学習内容」の回答結果（単位：％）

年齢 20 歳代：16.7％，30 歳代：59.5％，40 歳代：19.0％， 
50 歳代：4.8％，60 歳代：0％

性別 女性：52.4％，男性 47.6％

臨床経験年数 12.7 ± 5.0 年

初めて人工呼吸器ケアに関わった卒後年数（年目） 1.9 ± 2.4 年目

人工呼吸器ケア関連の資格 3 学会合同呼吸療法認定士：23.8％，
集中ケア認定看護師：4.8％

使用経験のある人工呼吸器の機種数 0 台：7.1％，1 ～ 2 台：28.6％，3 ～ 4 台：40.5％， 
5 台以上：23.8％

表 1　回答者の基本属性
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台との回答が 40.5％と最も多く，卒後すぐに
複数機種を扱う知識が求められる場合も稀で
はないと考えられた。
　臨床に出る前に習得しておくべき人工呼吸
器関連の学習内容（すなわち，免許取得前に
学習しておきたかった内容）について，回答
結果を図 2に示す。「人工呼吸器のメカニズム」
は，約 9割の回答者が臨床に出る前に学習す
べき内容として回答していた。また，「人工呼
2吸器のトラブルシューティング」，「呼吸状
態に合わせた人工呼吸器管理」，「モード名称
が機種によって異なること」，「呼吸器開始に
関する緊急時の判断」においても約 7割が習
得すべきと回答した。
　続いて，見たことのあるインシデントレベ
ルについて，以下のインシデントレベルの定
義に基づいて質問した結果（図 3）とインシ

デントの内容（表 2）を示す。
インシデント内容は自己抜管（9名）が最も

多く，回路外れにより蘇生を要したケースの
記述もあった。そのほか，呼吸器設定やアラー
ム設定の相違，患者の鎮静度管理が適切であ
れば予防できた可能性のあるケースや，加湿
器とフィルター使用，電源入れ忘れ，酸素ボ
ンベ，気管切開孔の管理に関する記載があっ
た。他方，小児期特有のインシデントがある
ことも明らかとなった。
　人工呼吸器ケアの学習方法と満足度につい
て質問した結果（図 4）を示す。「とても不満」
1点，「どちらかというと不満」2点，「どちら
かというと満足」3点，「とても満足」4点とし，
回答者数で除したスコア平均を算出した結果，
「大学院教育」3.08点と最も高く，「OJT（On 
the Job Training）として看護師から学んだ」が

自由記載

自己抜管× 9

小児手術などの計画外抜管× 3

加温加湿器の人工呼吸器に人工鼻も装着されているのを発見した

気切孔の閉塞（タオル）

スタンバイモードの解除忘れ

回路の組み間違え，加湿器の電源入れ忘れ，入浴後の呼吸器装着忘れ，回路の破損

人工呼吸器の加湿水接続忘れ，人工呼吸器の意図しないシャットダウンなど

加湿忘れ

呼吸器のアラームがならなかった（事前に気づき患者に実害なし）

移動中の酸素ボンベの残がなかった

加湿器の水を生食にした，小児レスピで加湿の水抜きをし忘れた（知らなかった）

酸素配管接続忘れ

加湿用蒸留水が無くなっていた

接続の弛み

なぜか呼吸器の電源が落ちた

回路外れから対処が遅くなり一時的に心停止し蘇生を行った

呼吸器をつけ歩行訓練を行う患者さんの 酸素濃度の確認エラーが起きて SpO2 が低下した

設定が指示と違っていた，鎮静不十分，回路の間違い

接続はずれなど

表 2　人工呼吸器関連インシデントの自由記載

PR
O
O
F



Precision Medicine Vol.6  No.9, 2023（42）

研究者の最新動向 》》》》》》

 42 

2.21点，「OJTとして臨床工学技士から学んだ」
が 2.17点，「OJTとして医師から学んだ」が 2.05
点と続いた。
　加えて，学習満足度への影響要因に関する
探索的因子分析を行った。因子数の決定方法

は，固有値 1.0以上とした。データ正規化の
のち，因子数 5，varimax法の条件で因子分析
を行った。因子負荷行列を作成し，「院内卒後
教育」，「学習環境」，「院外卒後教育」，「大学
院教育」，「医師との連携」と命名した（表 3）。

表 3　因子負荷行列

図 4　人工呼吸器ケアを学習した方法と満足度の結果
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Cronbach's α係数は 0.74と，一定程度の内的
一貫性が認められた。
　「院内卒後教育」において共通性の高い項目
は認定看護師，NP/CNS，臨床工学技士から学
習する方法であった。OJTで医師から学習し
ているという質問項目については，第 1因子
ではなく第 5因子に分類されたため，「医師と
の連携」という因子名とした。このことから，
学習満足度が専門職としての役割期待に関係
していることが推測された。累積寄与率は 0.65
であり，これら 5因子以外にも満足度に関与
する潜在因子の存在が推測された。

3．考察

　学習者のニーズを明らかとするため，国内
2か所の高度実践看護コースを有する大学の
院生に人工呼吸器装着児に対するケア場面の
360度動画教材を視聴してもらい，アンケー
トを実施した。その結果，新卒で人工呼吸器
ケアを提供する病棟に配属された背景をもつ
集団であり，約 9割が「人工呼吸器のメカニ
ズム」などを看護師免許取得前に学習すべき
と回答した。自己抜管の多さや，小児期特有
のインシデントなどが言及されており，リス
ク回避に関する標準的教育内容として追加す
べきと考えられた。
　学習方法の満足度に関する探索的因子分析
では，「院内卒後教育」として多職種からの
OJTのほか，シミュレータや動画などによる
主体的な学習を支える「学習環境」，企業や看
護協会等が主催の「院外卒後教育」というイ
ンフォーマルな学習機会，「大学院教育」によ
る系統的な学習方法の 4因子のほか，「医師と
の連携」という第 5因子が抽出され，学習満
足度と専門職としての役割期待との潜在的な
関係性が示唆された。

おわりに

　今後は，多職種によるシミュレータ共同開
発方針を検討し，① 免許取得前の人工呼吸器

の基本知識やリスク回避に関する学習機会の
担保，② OSCE・CBTによる教育の質保証，
③ 大学院教育における積み上げが可能となる
ようなカリキュラムの標準化，が喫緊の課題
と考えられる。
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